
 

 

 

 

 

 

 

４
月
現
在
で
半
田
市
の
人
口
は
、
１
１
万

９
４
２
８
人
。
世
帯
数
は
、
５
万
６
６
８
で

す
。
人
口
は
ピ
ー
ク
時
よ
り
千
人
ほ
ど
少
な

く
、
世
帯
数
は
過
去
最
高
で
す
。
臨
海
部
の

企
業
の
雇
用
拡
大
に
よ
り
、
転
入
が
続
い
て

い
ま
す
。
転
入
者
の
多
く
は
、
４
０
歳
前
後

の
単
身
男
性
の
よ
う
で
す
。
既
に
人
口
減
少

の
構
造
に
あ
る
こ
の
時
期
に
、
転
入
が
続
い

て
い
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
の

課
題
は
、
こ
の
方
た
ち
を
含
め
て
、
多
く
の

方
が
住
み
た
い
と
思
え
る
街
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。 

ど
の
様
な
要
素
が
住
み
良
さ
か
は
、
年
代

や
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
り
様
々
で
す
。

多
様
な
市
民
の
住
み
良
さ
に
応
え
る
に
は
、

行
政
だ
け
の
感
性
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
そ
こ
に
、
市
民
力
が
必
要
で
す
。 

市
政
を
語
る
仲
間
づ
く
り

が
、
市
民
力
向
上
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

 

 

発行日 平成 30 年 4 月 20 日 

事務所〒475-0828 半田市瑞穂町 5-3-18 ☎

0569-58-0967 連絡所〒475-0078 半田市新池町

2-201-22☎0569-29-0616 

事務所〒475-0828 半田市瑞穂町 5-3-18 

連絡所〒475-0078 半田市新池町 2-201-22 444222  

 

↑地図は、10 月から実施される地域公共交通

網の一部です。計画は、毎年見直しを行います。

皆さんの参加で、不完全な部分を改善し、便利

な地域交通を作り上げてまいりましょう。 

み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
の
公
共
交
通 

高
齢
者
の
外
出
支
援
や
来
訪
者
の
回
遊
性

向
上
な
ど
、
地
域
の
公
共
交
通
の
見
直
し
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
目
的
の

利
用
が
可
能
な
公
共
交
通
網
が
整
備
で
き
れ

ば
、
住
み
良
さ
に
繋
が
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
ど
半
田
市
は
、
既
存
の
基
幹
バ
ス

路
線
に
地
区
路
線
を
繋
ぐ
、
交
通
網
形
成
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
ど
の
街
に
も
、「
乗
っ

て
守
ろ
う
、
公
共
交
通
」
と
い
っ
た
趣
旨
の

標
語
が
あ
り
ま
す
。
計
画
の
出
来
映
え
を
評

価
す
る
立
場
で
は
な
く
、
載
っ
て
新
た
な
提

案
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
ず
便
利
な
地

域
交
通
が
出
来
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新
病
院
は
運
動
公
園
周
辺
へ
… 

新
病
院
建
設
は
、
住
み
良
さ
の
要
素
で
あ

り
、
多
く
の
市
民
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
病
院
建
設
場
所
は
、
大
村
県
知
事
か
ら

の
助
言
を
受
け
入
れ
、
運
動
公
園
周
辺
に
落

ち
着
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

職
員
駐
車
場
へ
の
建
設
が
、
市
長
の
選
挙

公
約
で
し
た
。
ご
支
援
頂
い
た
方
々
の
意
に

反
す
る
結
果
で
あ
り
極
め
て
残
念
で
す
。 

建
設
完
了
は
当
初
計
画
よ
り
３
年
の
遅
れ

と
な
り
ま
す
。
期
限
を
定
め
た
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
は
一
定
の
理
解
は
で
き
ま
す
が
、

市
民
へ
の
説
明
不
足
の
結
果
で
、
今
後
の
改

善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
に

向
け
、
ア
ク
セ
ス
の
改
善
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
加
え
、
近
距
離
と
な
る
常
滑
病
院
と

の
連
携
を
踏
ま
え
た
、
経
営
改
善
に
力
を
注

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 



 

       

 

気
楽
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

本
年
は
「
ま
ち
と
地
域
を
語
る
ざ

だ
ん
会
」
を
、
皆
さ
ん
と
の
対
話
の

機
会
と
し
、
会
場
や
開
催
時
間
な
ど

を
工
夫
し
開
催
い
た
し
ま
す
。 

主
な
テ
ー
マ
は
地
域
課
題
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。
気
楽
に
ご
参
加
下

さ
り
、
地
域
の
実
状
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。
ざ

だ
ん
会
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
住
み
良
い
地
域
を
作
っ
て
参
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

30 年度の活動課題 

・市民協働の更なる推進のために 

・新たな地域コミュニティーの構築 

・ＪＲ半田駅周辺再開発に向けて 

・文化芸術振興計画の策定に向けて 

・利用度の高い公園整備の在り方 

・耕作放棄地の活用に向けて 

日付 目的 支出内容 金額 

2/ 

1～2 

美味しくて安全な学校給食…

視察先:川越市・東村山市・立

川市 

交通費 24,940 

宿泊費(東村山) 7,400 

手土産 1,233 

2/9 議会と市民を繋ぐ広報講座 受講料 25,000 

交通費 1,160 

合計 59,733 

 

 

  

民
主
主
義
の
成
熟
度
は
、
市
民
の
政
治
へ

の
関
心
の
高
さ
に
比
例
し
ま
す
。
半
田
市
は
、

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
残

念
な
が
ら
発
展
途
上
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
議
員
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。
市
民
が
求
め
て
い
る
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
や
、
共
に
考
え
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
出

来
な
け
れ
ば
、
民
主
主
義
の
成
熟
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
政
・
県
政
に
も
通

じ
る
事
で
す
。 

３
０
年
度
は
、
こ
の
責
任
を
強
く
感
じ
た
活

動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
地
域
の
方
々
と
課
題
を
共
有
し
た
活
動
を

大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

監
査
委
員
の
職
務
が
中
心
で
し
た 

こ
の
一
年
間
は
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
拝
命
し
て
お
り
、
例
月
出
納
検
査
を
は
じ

め
と
す
る
監
査
業
務
の
中
で
、
多
く
の
市
職

員
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
様
々
な
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
政
務
活
動
費
の

使
用
は
二
件
で
し
た
。
学
校
給
食
関
連
の
視

察
、
広
報
活
動
の
講
座
受
講
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 


